
開会・議題説明（司会） 

これより意見交換会を開始します。 

議題は「クラウドファンディング事業の実施について」です。 

 

＜事務局説明（松澤）＞ 

本来は総会でクラウドファンディング事業計画を承認いただき、活動開始する予定だ

ったが、事務局側の調整不足により提出ができなかった。 

アドバイザーからの助言も多く、内容の調整が難航したことをお詫びいたします。 

今後クラウドファンディングを実施するにあたり、どのような事業展開をすべきか、 

目的や背景をどう設定すべきか について意見をお伺いしたいと思います。 

まず小川先生からお願いします。 

 

＜アドバイザー小川氏＞ 

● クラウドファンディング実施への基本姿勢について 

・実施自体には賛成。 

・ただし「何を、どの目的で行うのか」を明確にしなければ協力は得られない。 

● 現状案の課題について 

1.南信州ならではの特性が出ていない。 

事務局案は「どこにでも当てはまる内容」になっており、地域性が弱い。 

2.支援基盤（ファン）の存在が不可欠 

不特定多数への呼びかけだけでは成功しない。 

強いファン層の形成が重要。 

3.準備期間が短すぎる 

短期間で資金を集めるのは困難。 

少なくとも半年程度の準備期間が必要。 

● 南信州の活動における重要課題について 

1.人と人との連携強化 

民俗芸能は種類が多く、同種同士は交流しやすいが、異なる芸能間の横の連携が弱

い。南信州内の連携だけでなく、他地域との連携も必要。 

2.当事者の活力向上 

例：大阪・関西万博出演でモチベーションが高まった。 

舞台に立つ機会が当事者の活力につながる。 

●クラウドファンディングの具体的提案 

提案①：若手担い手 × ファンクラブ × プロ出演者による交流・継承フォーラム 

・若手担い手とファンクラブの交流会を開催。 

・神楽などの実演も含める。 



・プロ（鶴澤清治・吉田簑幸）を招き、継承フォーラムを実施。 

・有料開催とし、寄付額に応じて招待券を配布。 

・南信州出身のプロ出演者の参加は大きな魅力となり、寄付が集まりやすい。 

提案②：南信州ならではの「新作歌舞伎・新作人形芝居」の制作 

・南信州には歌舞伎が 3団体、人形芝居が 3団体ある。 

・共通の題材（例：富山の祭り、鎌倉神楽との関係など）をもとに新作を制作。 

・歴史的背景を踏まえた作品づくりは全国的にも注目される可能性が高い。 

・完成作品は各団体で上演可能。 

・新作制作は当事者の活力向上にもつながる。 

提案③：南信州民俗芸能アーカイブの充実 

・1〜2時間の長尺映像を公開することで視聴者が増える（宮崎県の事例）。 

・過去映像のデジタル化も進める。 

・英語解説も付与可能だが、主目的は「アーカイブの充実」。 

・公開前に寄付者向けの試写会を開催する案もあり。 

小川先生のまとめ 

・南信州ならではの企画でなければ関心は集まらない。 

・クラウドファンディングは「企画力」が最重要。 

・行政主導から当事者主導へと活動をシフトさせるべき時期。 

・大きな目的は、人と人との連携強化、当事者の活力向上 の 2 点である。 

＜事務局（松澤）＞ 

事務局案は大阪・関西万博を軸に外国人等を巻き込む形で構成していた。南信州ら

しさが不足していた点は反省しています。小川先生の指摘を踏まえ、企画内容を見直

したい。 

その他 

  小川先生より「企画書を作れと言われれば作成可能」との発言あり。 

 

＜アドバイザー笹本氏＞ 

● 周知の重要性 

長野県立歴史館でクラウドファンディングを 2回実施した。 

1 回目は県庁で記者会見を行い、NHK ニュースで取り上げられ、広域放送されたこ

とで大きな反響があった。 

2 回目は知事会見の場で紹介してもらい、これも成功につながった。 

この経験から、「どのように周知するか」が極めて重要である。 

世間が取り上げてくれる仕掛けがなければ、どれだけ良い企画でも埋もれてしま



う。 

● 支援者との関係づくり 

1 回目のクラウドファンディングでは教え子たちが多く支援してくれたが、これ 

は「人のつながり」があったからこそです。 

2 回目（真田関連）は金額は低かったが、真田ファンの強い支援があった。 

支援者との関係性（連携）をどう構築するかが成功の鍵である。 

● リターン設定の考え方 

私のクラウドファンディングでは物品リターンは設定せず、歴史館での講演招 

待、オープン時の特別公開をリターンとした。 

民俗芸能のクラウドファンディングでも、来場・参加型のリターン（フォーラム 

等）が有効ではないか。 

● 万博との関連性についての懸念 

万博を軸にすることが本当に最適なのか。それよりも、なぜ民俗芸能を継承しな

ければならないのか、我々の活動の意義をどう伝えるか といった根源的な説明が必

要。 

● 情報発信の強化 

クラウドファンディングとは直接関係しないが、県の広報誌「地域文化の楽器」

秋号で祭り特集が予定されている。こうした広報活動を通じて、活動の認知を広げ

ることが重要。 

● 参加者への協力依頼 

今日参加しているメンバーが、周囲の人に声をかけ、どれだけ支援者を集められ

るかが成功の大きな要因になる。 

みんなで動かなければ、どれだけ良い企画でも支援は集まらない。 

笹本先生のまとめ 

・クラウドファンディングは、単に資金を集めるだけでなく、文化を残し、伝える

ための仕組みとして活用すべきである。 

・今回の取り組みが、南信州の文化継承に資する形で実施されることを期待する。 

＜事務局（松澤）＞ 

笹本先生の指摘の通り、周知方法、リターン設定、支援者との関係づくり をしっか

り検討する必要があると認識している。 

今後、笹本先生・小川先生の助言をいただきながら、事業を進めていきたい。 

 

 



＜アドバイザー櫻井氏＞ 

● 企画書を見た第一印象 

今回提示されたクラウドファンディング企画書を見た際、この内容では実現は難し

いのではないかと強く感じたため、他のアドバイザーにも声をかけ、多くの意見を出

し合う場が必要と感じた。 

● 大阪万博への過度な依存への懸念 

企画書は大阪万博に焦点を当てすぎており、 協議会が 10年間積み重ねてきた実績 

や、立ち上げの思いが十分に反映されていない。 

協議会の本来の目的を踏まえた企画にすべき。 

● 民俗芸能保存の本質的な目的 

民俗芸能を守ることは、文化財としての価値を守るだけではない。 

民俗芸能を通して地域を持続可能なものにしていくことこそが、本質的な狙い。 

この視点を企画に盛り込むことで、民俗芸能に関心がない人、しかし南信州の未来 

を良くしたいと考える出身者等、より広い層の賛同を得られる可能性が高い。 

● 今後の協議会の課題 

協議会は 10 年の積み重ねがあるが、 まだ不足している部分も多く、やるべきこと 

は多い と認識している。 

今回のクラウドファンディングは、県の元気づくり支援金が難しくなる中で、今後 

の財源確保をどうするか という大きな課題に向き合う重要な事業である。 

● 企画について 

小川先生のような具体案はまだ持っていないが、 アドバイザー・保存団体・事務局 

が知恵を出し合い、賛同を得られる企画を作ることが必要。 

今後、協議会としてしっかり議論を重ね、 より良いクラウドファンディング事業を 

作り上げていきたい。 

＜事務局（松澤）＞ 

櫻井先生のご指摘の通り、アドバイザーと保存団体と丁寧に議論を重ねた上でクラ 

ウドファンディングを実施することが重要だと痛感した。 

今後、いただいた意見を踏まえて、議論を積み重ねながら事業を組み立てていきた 

い。 

 


